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（注　意）

1 問題紙は指示があるまで開かないこと。

2 答案用紙は 4枚である。

3 答えは，各問題番号が書かれた答案用紙の解答欄に記入すること。

4 答案用紙の網かけの部分や裏面には記入しないこと。

5 問題紙と下書き用紙は持ち帰ること。
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1 数列 {an}と {bn}は a1 = b1 = 2,

an+1 =

√
2
4

an −
√
6
4

bn, bn+1 =

√
6
4

an +

√
2
4

bn (n = 1, 2, 3, · · · )

を満たすものとする。an を実部とし bn を虚部とする複素数を zn で表すと
き，次の問いに答えよ。

(1) zn+1 = wznを満たす複素数wと，その絶対値 w を求めよ。

(2) 複素数平面上で，点 zn+1は点 znをどのように移動した点であるかを
答えよ。

(3) 数列 {an}と {bn}の一般項を求めよ。

(4) 複素数平面上の 3点 0, zn, zn+1 を頂点とする三角形の周と内部を黒
く塗りつぶしてできる図形を Tn とする。このとき，複素数平面上
で T1, T2, · · · , Tn, · · · によって黒く塗りつぶされる領域の面積を求
めよ。

2 曲線C : x2 + 4y2 = 4上を動く点 Pと，C 上の定点Q(2, 0)，R (0, 1)が
ある。次の問いに答えよ。

(1) △PQRの面積の最大値と，そのときの Pの座標を求めよ。

(2) (1)で求めた点 Pに対して直線 PQを考える。曲線 C によって囲まれ
た図形を直線 PQで 2つに分けたとき，直線 PQの下方にある部分の
面積を求めよ。
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3 次の問いに答えよ。

(1) 方程式 25x+ 9y = 1の整数解をすべて求めよ。

(2) 方程式 25x+ 9y = 33の整数解をすべて求めよ。さらに，これらの整
数解のうち， x+ y の値が最小となるものを求めよ。

(3) 2つの方程式 25x + 9y = 33，xy = −570を同時に満たす整数解をす
べて求めよ。

4 a，bを実数とする。f(x) = 2
√
1 + x2 − ax2 とし，xについての方程式

f(x) = bを考える。次の問いに答えよ。

(1) a > 0のとき，関数 f(x)の最大値を求めよ。

(2) 方程式 f(x) = bの異なる実数解の個数が最も多くなるときの点 (a, b)

の範囲を図示せよ。
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